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休
み
の
小
学
校
自
由
水

泳
で
、
プ
ー
ル
監
視
員

と
な
る
保
護
者
を
対
象
に
６
月

19
日
、
下
外
城
田
小
学
校
体
育

館
で
、
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
毎
年
各
小

学
校
単
位
で
開
催
さ
れ
、
こ
の

日
も
同
地
区
の
保
護
者
ら
50
人

が
参
加
し
、
講
師

の
伊
勢
市
消
防
本

部
職
員
や
町
女
性

消
防
団
員
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

す
で
に
、
役

場
な
ど
４
か
所

に
備
え
付
け
ら

れ
て
い
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
方

を
見
た
あ
と
、

３
班
に
分
か
れ

て
、
実
際
の
実

技
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

保
護
者
ら
は
、

「
テ
レ
ビ
で
目
に
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
実
際
に
扱
う
の
は
こ
れ

が
初
め
て
」
と
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
真
剣
に
教
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

万
が
一
に
備
え
　
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ

下
外
城
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

夏

城
中
学
校
で
は
今
年
度
、

「
ふ
る
さ
と
玉
城
町
を
き

れ
い
に
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

生
徒
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
環

境
教
育
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

６
月
16
日
に
は
、
総
合
学
習

「
Ｔ
タ
イ
ム
」
の
授
業
に
、
伊
勢

市
の
市
民
団
体
「
い
も
っ
こ
」

の
み
な
さ
ん
を
招
き
、
Ｅ
Ｍ
菌

（
多
く
の
環
境
問
題
を
解
決
し
、

健
全
な
環
境
を
生
み
出
す
有
用

微
生
物
群
）
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。

ま
た
、
23
日
に
は
、
実
際
に

Ｅ
Ｍ
菌
の
水
溶
液
を
作
り
、
７

月
３
日
に
は
内
堀
、
外
堀
の
数

か
所
に
４
５
０
人
あ
ま
り
の
生

徒
が
水
溶
液
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
環
境
実
験
は
、
水
質
浄

化
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
材
料

を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
作
り

と
な
る
廃
品
回
収
の
ほ
か
リ
サ

イ
ク
ル
品
な
ど
へ
の
理
解
を
生

徒
全
員
が
深
め
、
さ
ら
に
家
族
、

ひ
い
て
は
地
域
ぐ
る
み
で
理
解

し
よ
う
と
の
熱
い
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
生
徒
会
で
は
、
１
か

月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
お
堀
の

浄
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
家

庭
環
境
に
も
取
り
組
み
た
い
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

環
境
へ
の
取
組

Ｅ
Ｍ
菌
で
お
堀
を
浄
化
　
玉
城
中
学
校

EM菌水溶液を手にお堀へ生徒が３カ所に分かれ一斉に放流しました

玉

注目の話題
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女性消防団員から心肺蘇生法を教わる保護者ら



助
役
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
井
信
義

盛
夏
の
候
　
皆
様
に
は
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
私
こ
と
　
７
月
１

日
付
で
助
役
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
辻
村
町
長
の
町
政
運
営
の
基

本
で
あ
り
ま
す
「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
創
る
」
に
そ
っ

て
補
助
役
と
し
て
使
命
感
に
徹
し
、

玉
城
町
発
展
の
た
め
粉
骨
砕
身
努

力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長

日
ご
と
に
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ

て
ま
い
り
し
た
。
皆
様
に
は
、
ま

す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
こ
と

去
る
６
月
28
日
開
催
の
臨
時
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
は
か
ら
ず
も

教
育
委
員
長
に
選
出
さ
れ
、
こ
の

度
、
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り
ま

す
が
、
町
教
育
発
展
の
た
め
、
児

童
生
徒
の
安
全
確
保
を
第
一
に
考

え
な
が
ら
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

人
間
の
育
成
を
目
指
し
て
、
微
力

を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
、
皆
様
、
温
か
い
ご
支

援
と
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

町
教
育
委
員
　
　
　
　
　
　

加
藤
禎
一

田
丸
小
学
校
卒
業
式
。「
立
ち
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
先
生
の
声
に
、
４

０
０
人
近
い
児
童
が
一
斉
に
起
立

す
る
時
の
整
然
と
し
た
音
。
１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全
員
が
力

い
っ
ぱ
い
声
を
張
り
上
げ
て
校
歌

を
歌
う
姿
。
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な

る
毎
年
の
光
景
で
す
。

日
本
の
将
来
を
担
っ
て
行
く
こ

の
子
ど
も
達
の
幸
せ
を
守
る
た
め

に
何
か
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
学

校
評
議
員
の
時
の
思
い
が
、
こ
の

度
図
ら
ず
も
現
実
に
な
り
胸
が
躍

っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
と

ご
協
力
の
も
と
に
一
歩
ず
つ
確
実

に
前
進
出
来
る
よ
う
努
め
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
一

昨
年
か
ら
小
学
生
の
登

下
校
の
防
犯
を
お
願
い
し
て
い

る
「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

員
」
の
み
な
さ
ん
に
７
月
３
日
、

夏
季
用
パ
ト
ロ
ー
ル
用
ベ
ス
ト

を
お
配
り
し
ま
し
た
。

町
の
パ
ト
ロ
ー
ル
員
は
現
在

93
人
。
全
員
に
帽
子
、
腕
章
、

ジ
ャ
ン
パ
ー
を
貸
与
し
て
い
ま

す
が
、
暑
さ
の
中
で
統
一
し
た

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
と
の
声
に
答

え
た
も
の
で
、
１
０
０

着
制
作
。
背
中
に

「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
員
」
と
印
字
し

て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
受
け
取
っ

た
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
み

な
さ
ん
は
、「
子
ど
も

た
ち
に
目
を
向
け
、
会

話
を
し
な
が
ら
パ
ト
ロ

ー
ル
に
務
め
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

町
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子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

夏
季
用
ベ
ス
ト
を
新
調

就
任
ご
あ
い
さ
つ

委員代表にベストをお渡ししました。サイズ調整ができる黄色のパトロールベスト

（
松
田
氏
は
、
６
月
28
日
の
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
田
中
敬
氏
の
後
任
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。）
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▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
））

平
成
17
年
度
会
計
の
償
還
収
入
に
２
８

７
８
万
６
０
０
０
円
の
不
足
が
生
じ
た
た

め
、
18
年
度
会
計
か
ら
繰
上
充
用
に
よ
り

補
て
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
が
生

じ
ま
し
た
が
、
議
会
を
招
集
で
き
な
い
こ

と
か
ら
専
決
処
分
し
、
当
議
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
に
収
入
役
を
置
か
な
い
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

収
入
役
を
置
か
ず
、
収
入
役
の
事
務
を

助
役
に
兼
掌
さ
せ
る
た
め
、
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
障
害
者
給
付
認
定
審
査
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
が
、
本
年
４
月
１

日
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
障
害
者
給

付
認
定
審
査
会
を
設
置
す
る
必
要
が
生
じ

た
の
で
、
介
護
保
険
認
定
審
査
会
同
様
、

町
単
独
の
審
査
会
を
新
た
に
設
置
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

審
査
会
は
委
員
５
人
。

▼
玉
城
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ

い
て本

年
４
月
１
日
か
ら
、
町
民
の
保
健
医

療
向
上
お
よ
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
内
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
、

こ
の
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

▼
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
お
よ
び
地
方

公
務
員
災
害
補
償
法
の
改
正
に
伴
い
、
条

文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

障
害
者
給
付
認
定
審
査
会
委
員
の
報
酬

を
定
め
ま
し
た
。

委
員
長
日
額
２
万
３
６
０
０
円
、
委
員

日
額
２
万
４
０
０
円
。

▼
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
料
並
び

に
旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

町
の
財
政
状
況
、
職
員
の
給
与
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
、
特
別
職
の
給
料
の

５
％
引
き
下
げ
と
、
収
入
役
を
置
か
な
い

こ
と
に
伴
う
条
文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
　
第
3
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

平
成
18
年
第
３
回
玉
城
町
議
会
定
例

会
は
６
月
20
日
、
開
会
さ
れ
、
辻
村
町

長
就
任
後
最
初
の
定
例
議
会
と
な
る
こ

と
か
ら
、
冒
頭
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。（
７
〜
９
ペ
ー
ジ
掲
載
）

議
案
で
は
、
収
入
役
を
置
か
な
い
条

例
、
障
害
者
給
付
認
定
審
査
会
条
例
の

制
定
の
ほ
か
、
骨
格
予
算
編
成
で
あ
っ

た
当
初
予
算
へ
の
町
単
独
事
業
の
上
乗

せ
な
ど
を
中
心
と
し
た
補
正
予
算
な
ど
、

27
議
案
が
上
程
さ
れ
す
べ
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ひと + まち + くらし 

●
収
入
役
を
置
か
な
い
条
例
　
障
害
者
給
付
認
定
審
査
会
条
例
を
制
定

●
助
役
に
坪
井
総
務
統
轄
を
選
任

Ta
m

a
ki
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o

p
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s
Ta

m
a

ki
 T

o
p
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平成18年
第3回玉城町議会定例会

▼
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務

時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て前

議
案
同
様
、
教
育
長
に
つ
い
て
も

５
％
の
引
き
下
げ
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
保
健
福
祉
会
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
分
権
推
進
の
流
れ
の
な
か
中
で
、

法
改
正
に
よ
り
「
指
定
管
理
者
制
度
」

（
注
）
が
導
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
当
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検
討

の
結
果
、
従
来
ど
お
り
当
面
直
営
と
す
る

た
め
、
委
託
条
項
を
削
除
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

県
で
は
、
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
が
、

本
年
９
月
１
日
か
ら
就
学
前
ま
で
に
拡
大

さ
れ
ま
す
。
町
に
お
い
て
は
、
特
に
子
育

て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
入
院
・
外

来
と
も
に
、
就
学
前
ま
で
福
祉
医
療
費
の

助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
条
文
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
授
産
施
設
の
設
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
条
例
に
つ
い
て
も
、「
指
定
管
理
者

制
度
」
が
導
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
検
討
の
結
果
、
従
来
ど
お
り
当
面

直
営
と
す
る
た
め
、
委
託
条
項
を
削
除
し

ま
し
た
。

▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
条
文
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

本
条
例
に
つ
い
て
も
、「
指
定
管
理
者

制
度
」
が
導
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
検
討
の
結
果
、
従
来
ど
お
り
当
面

直
営
と
す
る
た
め
、
委
託
条
項
を
削
除
し

ま
し
た
。

▼
玉
城
町
中
山
間
地
域
資
源
活
用
施
設
の

設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

前
条
同
様
、
従
来
ど
お
り
当
面
直
営
と

す
る
た
め
、
委
託
条
項
を
削
除
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
定

員
を
「
５
名
」
か
ら
「
20
名
」
に
増
員
す

る
た
め
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

本
町
非
常
勤
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金

の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
一
部
改
正
し
ま

し
た
。

▼
玉
城
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
条
文
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
三
重
県
自
治
会
館
組
合
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
三
重
県
自
治
会
館
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

三
重
県
電
子
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム

共
同
化
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
共
有
デ
ジ

タ
ル
地
図
を
共
同
で
整
備
す
る
に
あ
た

り
、
三
重
県
自
治
会
館
組
合
の
共
同
処
理

す
る
事
務
に
共
有
デ
ジ
タ
ル
地
図
の
共

同
化
を
加
え
、
組
合
規
約
を
改
正
し
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

▼
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の

規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
数
が
減
少
し
た
こ
と
に

伴
い
、
組
合
議
会
議
員
の
定
数
お
よ
び
選

挙
の
方
法
を
改
め
る
た
め
、
組
合
規
約
を

改
正
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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Ta
m

a
ki

 T
o

p
ic

s

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

衛
生
費
…
基
本
健
康
診
査
な
ど
の
委
託

料
の
増
額
を
図
り
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

を
軸
と
し
て
町
民
の
健
康
管
理
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
中
角
の
廃
棄
物
投
棄
場

は
、
概
ね
地
権
者
と
の
合
意
が
整
い
、
度

会
土
地
開
発
公
社
が
取
得
す
る
た
め
の

登
記
費
用
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
費
…
農
業
振
興
地
域
の
見
直

し
費
用
、
農
道
舗
装
工
事
お
よ
び
土
地
改

良
事
業
補
助
金
を
計
上
。

土
木
費
…
道
路
維
持
修
繕
費
、
道
路
新

設
改
良
費
に
必
要
な
工
事
費
な
ど
を
追
加

計
上
。
住
宅
費
で
、
城
東
団
地
の
扉
の
取

替
え
な
ど
の
費
用
を
計
上
。
住
宅
の
耐
震

診
断
後
の
耐
震
補
強
工
事
に
対
す
る
補
助

制
度
を
設
け
ま
し
た
。

▼
町
道
の
認
定
及
び
変
更
に
つ
い
て

野
篠
地
内
へ
の
企
業
誘
致
に
伴
い
周
辺

の
道
路
整
備
を
実
施
す
る
た
め
認
定
２
路

線
、
ま
た
、
道
路
網
の
整
理
の
た
め
３
路

線
を
変
更
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

当
初
予
算
が
骨
格
予
算
編
成
で
あ
っ
た

た
め
計
上
さ
れ
て
い
な
い
投
資
的
事
業
、

町
単
独
事
業
の
上
乗
せ
な
ど
を
中
心
に
補

正
し
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
２
３
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
40
億
９
３
６
３
万
円

と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

本
算
定
の
結
果
、
歳
入
で
、
医
療
保
険

料
の
減
額
、
療
養
給
付
費
交
付
金
の
増
額
、

●
歳
出
の
お
も
な
も
の

総
務
費
…
総
務
管
理
費
で
、文
書
広
報
費

に
町
勢
要
覧
の
印
刷
製
本
費
、
財
産
管
理

費
で
築
後
25
年
を
経
過
し
た
庁
舎
の
ダ
ク

ト
清
掃
工
事
、
諸
費
で
、
京
セ
ラ
ミ
タ(

株)
工
場
進
出
に
よ
る
野
篠
池
売
却
に
伴
う
自

治
区
交
付
金
の
増
額
、
賦
課
徴
収
費
に
お

い
て
は
、
幹
線
道
路
沿
い
の
山
林
の
地
番

図
作
成
業
務
委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

民
生
費
…
社
会
福
祉
費
で
、
各
種
団
体

な
ど
の
補
助
金
の
増
額
、
障
害
者
事
務
が

９
月
か
ら
市
町
村
の
事
務
と
な
る
こ
と
に

伴
い
、
障
害
者
計
画
策
定
を
始
め
と
す
る

経
費
、
な
ら
び
に
子
育
て
支
援
の
対
策
と

し
て
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢

を
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
引
上
げ
る
費

用
、
お
よ
び
児
童
福
祉
費
で
土
曜
日
保
育

を
行
う
た
め
の
パ
ー
ト
保
育
士
賃
金
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
土
曜
日
、
保
育
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
と
保
育
所
の
調
整
が
済
み
次
第
実

消
防
費
…
有
線
放
送
施
設
の
撤
去
工
事

費
を
計
上
。

教
育
費
…
非
常
勤
講
師
お
よ
び
介
助
員

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
中
学
校
に

続
き
田
丸
小
学
校
か
ら
順
に
各
小
学
校

に
空
調
機
を
設
置
し
、
教
育
環
境
の
整

備
充
実
を
図
り
ま
す
。

な
お
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分

た
ち
で
創
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
住

民
、
各
種
団
体
、
行
政
で
構
成
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
」
を
10
人
程
度

で
構
成
し
、
業
務
全
般
に
わ
た
る
見
直

し
を
進
め
、
新
し
い
行
財
政
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

ひと + まち + くらし 
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岩
出
配
水
池
に
緊
急
遮
断
弁
を
設
置
す

る
経
費
ほ
か
を
計
上
し
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
の
支
出
に
９
３
９
１
万

５
０
０
０
円
を
追
加
し
て
、
総
額
３
億

２
６
４
万
４
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

【
追
加
議
案
】

▼
助
役
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

坪
井
信
義
氏
を
選
任
し
、
議
会
の
同

意
を
得
ま
し
た
。

坪
井
氏
は
、
昭
和
49
年
４
月
１
日
奉

職
以
来
32
年
、
町
職
員
と
し
て
、
総
務

統
轄
を
は
じ
め
、
南
勢
広
域
斎
場
組
合

事
務
局
長
、
福
祉
課
長
な
ど
を
歴
任
し

ま
し
た
。
就
任
は
７
月
１
日
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

町
教
育
委
員
会
委
員
の
田
中
敬
委
員

が
、
本
年
６
月
22
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
り
ま
し
た
。
後
任
委
員
と
し
て
、

加
藤
禎
一
氏
（
玉
城
町
佐
田
１
８
５
番

地
２
）
を
任
命
し
議
会
の
同
意
を
得
ま

し
た
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
中
村
武
二
氏
の
任

期
が
、
本
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る

た
め
、
議
会
の
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。

平
成
18
年
第
４
回
玉
城
町
議
会
臨
時

会
は
７
月
10
日
、
開
会
さ
れ
２
議
案
が

上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

町
監
査
委
員
松
田
　
生
氏
は
本
年
７

月
31
日
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
選
任
し
、
議
会
の
同
意
を
得

ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
農
業
集
落
排
水
施
設
三
郷
・
昼
田
地
区

第
２
工
区(

小
社)

管
路
施
設
工
事
）

宮
本
・
永
井
・
し
ん
よ
う
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
と
請
負
代
金
７
９
８

０
万
円
で
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

お
よ
び
前
年
度
繰
越
金
の
増
額
。
歳
出
で

は
、
療
養
給
付
費
の
減
額
、
償
還
金
の
増

額
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
６

１
８
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
10
億
１
５
８
４
万
９
０
０
０
円
と
し

ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
17
年
度
の
実
績
に
お
い
て
、
医

療
費
交
付
金
の
超
過
分
６
３
７
万
２
０

０
０
円
を
返
納
す
る
必
要
が
生
じ
た
の

で
、
償
還
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ

れ
に
６
３
７
万
２
０
０
０
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
９
億
９
１
２
８
万
円
と
し

ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
山
村
振
興
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

ア
ス
ピ
ア
玉
城
の
管
理
運
営
に
必
要
な

需
用
費
、
新
た
に
工
事
請
負
費
な
ど
２
０

０
万
円
を
計
上
し
、
予
備
費
で
の
減
額
調

整
を
行
い
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

地
震
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
水
道

施
設
の
耐
震
性
の
強
化
を
図
る
た
め
、

用
語
メ
モ

「
指
定
管
理
者
制
度
」

ま
ち
に
は
保
健
福
祉
会
館
、

中
央
公
民
館
な
ど
様
々
な
公
の

施
設
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
施
設
は
従
来
、
町
の
直

接
管
理
あ
る
い
は
公
共
的
団
体
な

ど
へ
の
管
理
委
託(

管
理
委
託
制

度)

に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
15
年
６
月
の
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

「
管
理
委
託
制
度
」
が
廃
止
さ
れ
、

代
わ
っ
て
民
間
事
業
者
な
ど
も
施

設
の
管
理
を
行
う
こ
と
を
可
能
と

す
る
「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
従
来
の
公
共
的

団
体
等
に
加
え
、
民
間
事
業
者
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
公
の
施
設
の
管
理

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と

か
ら
、
多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が

施
設
管
理
に
活
か
さ
れ
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
管
理
運
営
の
効

率
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

平
成
18
年

第
４
回
玉
城
町
議
会
臨
時
会
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少
子
高
齢
対
策
な
ど
住
民
の
ニ
ー
ズ
は

高
度
化
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
日
の
よ
う
な
厳
し
い
行
財

政
環
境
の
中
で
、
す
べ
て
の
行
政
課
題

に
行
政
の
み
で
対
応
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
資
源
を
ど
う
活
用
す
る
か
、

ど
う
工
夫
す
れ
ば
実
現
可
能
と
な
る
か

を
真
剣
に
考
え
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

経
験
を
活
か
し
、
み
な
さ
ん
と
共
に
知

恵
や
力
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
適
正
な

役
割
分
担
の
も
と
に
住
民
と
行
政
と
が

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
、
町
民
を
含
め
た
「
ま
ち

づ
く
り
戦
略
会
議
」（
仮
称
）
を
設
置
し
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
町
政
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
玉
城
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
住
民
満
足
度
向
上
に
つ
な

が
る
行
財
政
改
革
を
模
索
し
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
と
も
す
れ
ば
改
革
そ
の

も
の
が
政
治
目
的
化
さ
れ
て
い
る
昨
今

で
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
、
何
の
た
め
に
、

誰
の
た
め
に
改
革
（
変
革
、
改
善
）
す

る
の
か
を
見
失
わ
ず
、
し
っ
か
り
と
地

に
足
を
据
え
て
、
か
つ
信
念
を
も
っ
て

果
敢
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
、
ま
ず
職
員

の
意
識
改
革
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
早
期
に
人
材
育
成
基
本
方
針
を
作

成
し
「
着
実
に
実
行
で
き
る
職
員
」
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
予
算
編
成

予
算
編
成
に
お
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
職
員
数
の
適
正
化

や
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の
あ
り
方
の

検
討
、
経
費
全
般
の
見
直
し
な
ど
、
行
財

政
全
般
に
わ
た
り
前
例
踏
襲
で
は
な
く
、

ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
の
点
検
を
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

身
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。（

中
略
）

■
ま
ち
づ
く
り
全
般

21
世
紀
は
「
地
方
の
時
代
」「
自
治
の

時
代
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
地
域
の
生
き

残
り
を
か
け
た
地
域
間
競
争
の
時
代
に

突
入
し
て
い
き
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
、
自
分
た
ち
で
創
る
」
こ
と
を
基

本
に
住
民
、
各
種
団
体
、
行
政
な
ど
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
「
新
し
い
行

財
政
シ
ス
テ
ム
」
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

当
町
で
は
、
第
４
次
玉
城
町
総
合
計

画
の
中
で
「
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
す

ま
ち
づ
く
り
」、「
安
心
し
て
く
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」、「
地
域
文
化
の
薫
り
た

つ
ま
ち
づ
く
り
」、「
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」、
を
政
策
の
柱
と
し
、
施
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

近
年
特
に
、
町
民
に
身
近
な
生
活
関

連
社
会
資
本
の
整
備
、
環
境
の
保
全
、

辻
村
町
長
施
政
方
針
平
成
18
年
６
月
定
例
会
か
ら
抜
粋

■
は
じ
め
に

私
は
、
去
る
４
月
９
日
の
町
長
選
挙

で
町
民
の
ご
信
託
を
受
け
、
第
７
代
目

の
玉
城
町
長
と
し
て
町
政
運
営
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
就
任
後
、
早
や

２
か
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、

日
々
そ
の
職
務
の
重
大
さ
を
実
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

先
の
選
挙
期
間
中
に
は
、
直
接
町
民

の
皆
様
方
か
ら
様
々
な
町
政
に
対
す
る

ご
期
待
や
ご
要
望
等
「
生
の
声
」
を
承

り
ま
し
た
。
こ
の
町
民
の
み
な
さ
ん
の

真
剣
な
お
話
し
振
り
に
玉
城
へ
の
熱
い

想
い
を
感
じ
、
感
銘
を
受
け
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
れ
ら
の
「
生
の
声
」
を
真
し
に
受
け

止
め
、
ま
た
こ
れ
ま
で
自
分
が
培
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
行
政
経
験
を
い
か
し
つ

つ
、
厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、

常
に
「
玉
城
ら
し
さ
」
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
先
人
達
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

「
ふ
る
さ
と
玉
城
町
」
の
発
展
に
粉
骨
砕

Ta
m

a
ki

 T
o

p
ic

s
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育
て
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
町
の
最

重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
。
今

や
子
育
て
は
親
の
問
題
だ
け
で
は
な
く

な
っ
て
お
り
、
地
域
社
会
全
体
で
家
族

を
支
え
る
し
く
み
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
」、「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
な
ど

は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
を
地
域

で
支
え
る
と
い
っ
た
町
に
と
っ
て
本
当

に
あ
り
が
た
い
お
気
持
ち
、
活
動
で
あ

り
ま
す
。
非
常
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
充
実
す
る
よ
う
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
事
業
に
お
い
て
は
土
曜
日

保
育
の
終
日
化
さ
ら
に
乳
幼
児
医
療
費

に
お
い
て
は
、
就
学
前
ま
で
の
無
料
化
を

早
期
に
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
16
年
度
に
作
成
さ
れ
た
「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
」
を
着
実

に
実
行
し
「
親
と
子
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
」
づ
く

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、「
誰

も
が
元
気
で
、
健
や
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
を
構
築
す
る
」
こ
と

は
町
民
共
通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。
各

種
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
社
会

参
加
を
進
め
る
た
め
玉
城
病
院
、
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
機
能
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
法
改
正
等
に
よ
り
介
護
予

防
・
健
康
増
進
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
、
実
情
に
即
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
・

予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し

て
包
括
的
か
つ
継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
一
層
の
確
立
を
図
り
、「
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
の
拠
点
と
し
て
地
域
ケ

ア
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
消
防
、
防
災
体
制
に
つ
き
ま
し

て
は
、
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
し
て

地
域
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

「
玉
城
町
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
防

災
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
防
災
訓
練
の

実
施
、
防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
、
三
郷
川

の
改
修
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
充
実

に
努
め
、
町
民
の
生
命
、
財
産
の
保
護
に

全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
住
み
よ
い
玉
城
町
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
町
民

が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
く

り
、
基
本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画
で
示

さ
れ
た
施
策
に
基
づ
い
て
、
財
政
計
画

と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
必
要
に
応

じ
て
実
施
計
画
の
見
直
し
も
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

本
計
画
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

町
民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を

共
有
し
一
体
と
な
っ
て
、
お
互
い
に
協

力
す
る
「
隣
人
愛
」
・
「
郷
土
愛
」
・

「
自
然
愛
」
を
核
と
し
た
た
ま
き
愛
に
よ

っ
て
豊
か
な
生
活
や
地
域
社
会
を
創
造

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
重
点
施
策

◇
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

町
民
が
生
涯
を
通
じ
て
、
健
康
で
生

き
が
い
を
も
っ
て
日
常
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
思
い
や
り
や
、
ぬ
く
も
り
の

あ
る
人
づ
く
り
を
は
じ
め
、
お
互
い
を

尊
重
し
て
相
互
に
助
け
合
え
る
隣
人
愛

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

玉
城
町
は
各
種
推
計
に
よ
る
と
人
口

が
増
加
す
る
町
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

核
家
族
化
が
進
行
す
る
な
ど
家
族
形
態

は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
少
子
化
が

進
展
す
る
中
、
子
供
を
安
心
し
て
生
み

■
権
限
移
譲

三
重
県
の
分
権
改
革
推
進
計
画
に
基

づ
き
、
基
礎
自
治
体
が
住
民
の
身
近
な

事
務
を
自
己
完
結
的
に
処
理
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
県
か
ら
の
事
務
権
限
の

移
譲
に
つ
き
ま
し
て
も
検
討
し
ま
す
。

さ
て
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
全

国
３
２
０
０
余
り
の
市
町
村
は
、
平
成

17
年
度
末
に
は
１
８
０
０
余
り
に
、
ま

た
三
重
県
に
お
き
ま
し
て
も
69
市
町
村

が
14
市
15
町
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
は
議
会
の
皆
様
と
の
協
議
な
ど

を
踏
ま
え
、
当
面
は
、
単
独
町
制
を
維

持
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
と
も

自
立
可
能
な
地
方
自
治
あ
る
い
は
地
域

を
構
築
す
る
た
め
、
各
地
区
、
各
団
体

の
方
と
も
さ
ら
な
る
連
帯
を
深
め
、
足

腰
の
強
い
玉
城
町
を
町
民
の
皆
様
と
一

体
と
な
っ
て
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
総
合
計
画
の
推
進

平
成
18
年
３
月
に
策
定
い
た
し
ま
し

た
「
第
４
次
玉
城
町
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
」
は
、
平
成
22
年
度
を
目
標
年

次
と
し
て
積
極
的
に
事
業
推
進
い
た
し

ま
す
。

本
年
度
は
本
計
画
の
初
年
度
に
あ
た
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え
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
行
政
と
し
て
必
要
な
社
会
資

本
整
備
に
つ
い
て
は
、
事
業
を
重
点
化

す
る
な
ど
し
、
大
胆
な
投
資
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
産
業
、
都
市
基
盤
の

充
実
を
図
る
た
め
、
道
路
網
の
整
備
と

し
て
町
道
幹
線
道
路
整
備
（
中
楽
朝
久

田
線
）
お
よ
び
京
セ
ラ
ミ
タ
（
株
）
の

周
辺
道
路
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
環
境
資
源
で
あ
る
農
地
の

保
全
と
し
て
、
県
営
か
ん
が
い
排
水
路

事
業
、
経
営
育
成
基
盤
整
備
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
進
行
中
の
京
セ
ラ
ミ

タ
（
株
）
ト
ナ
ー
製
造
工
場
の
野
篠
地

区
へ
の
進
出
の
ほ
か
、
松
下
電
工
（
株
）

伊
勢
工
場
の
増
築
の
計
画
が
発
表
さ
れ

る
な
ど
優
良
企
業
の
企
業
誘
致
の
成
果

が
現
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
雇
用
創
出
を
図
る
た
め
、

玉
城
町
の
立
地
性
と
優
位
性
を
基
に
今

後
も
一
層
の
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
私
の
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

暮
ら
し
満
足
度
No
１
の
玉
城
町
づ
く

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
健
康

で
す
み
よ
い
ま
ち
、
文
化
豊
か
な
ま
ち
、

活
力
の
あ
る
分
権
型
社
会
に
対
応
し
た

自
主
、
自
立
の
ま
ち
を
目
指
し
て
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
に
、
将
来
を
担
う
青
少
年
、
若
者
の

育
成
に
町
全
体
で
取
り
組
む
と
と
も
に

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
に
お
い
て
は
、
玉
城
町

の
歴
史
文
化
の
情
報
発
信
及
び
郷
土
へ

の
愛
着
心
の
醸
成
の
一
環
と
し
て
「
田

丸
城
築
城
６
７
０
周
年
」
を
記
念
し
た

企
画
事
業
を
計
画
・
実
施
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

の
た
め
に
は
、
地
域
や
各
種
団
体
の
活

性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
地
域
と

の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
積
極
的
な
情
報
公
開
を
進
め
る

と
と
も
に
、
住
民
と
行
政
の
双
方
向
の

情
報
共
有
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
年
度
か
ら
現
在
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
放
映
中
の
「
知
っ
得
納
得
」
の

お
出
か
け
版
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
注
文
を
待
つ
出
前
方
式
で

は
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
出
か

け
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
顔
の
見
え
る
行
政
」
を
『
鼓
動
感
じ
る

行
政
』
へ
発
展
さ
せ
て
参
り
た
い
と
考

こ
と
の
で
き
な
い
条
件
で
あ
り
、
自
然

愛
を
基
本
と
し
た
地
域
の
自
然
環
境
の

保
全
に
努
め
つ
つ
生
活
環
境
の
整
備
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
当
面
、
上
下
水
道
事
業
に

お
き
ま
し
て
、
安
全
な
飲
料
水
の
管
路

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
災
害
に

強
い
上
水
道
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
で
は
宮
川
流
域

下
水
道
を
考
慮
し
た
事
業
の
拡
大
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
農
業

集
落
排
水
路
事
業
は
、
小
社
三
郷
・
昼

田
地
区
の
管
路
布
設
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◇
地
域
文
化
の
薫
り
た
つ
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
歴
史
・
文
化
・
伝
統
に
恵

ま
れ
、
発
展
し
て
き
た
玉
城
町
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
地
域
の
財
産
を
守
り

伝
え
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
行
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
責
務

で
あ
り
ま
す
。
価
値
観
、
生
活
様
式

が
多
様
化
す
る
中
に
あ
り
な
が
ら
、

「
文
化
」
は
生
活
の
質
を
高
め
、
豊
か

な
心
や
感
性
、
地
域
へ
の
愛
着
心
を

育
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

世
代
を
問
わ
ず
文
化
財
や
郷
土
文
化

を
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と

!!
町が取り組む事業、制度や計画など、町

民のみなさんとのコミュニケーションなく

しては推進できません。

町では、さらに活気あふれるまちづくり

に取り組んでいこうと、本年９月を皮切り

に職員が地域などに出かけ直接説明し意見

を聞く「知っ得　納得お出かけ講座」を始

めます。

そのほか、事業別のミニフォーラムの開

催なども計画します。詳しくは、総務チー

ムへお問い合わせください。

また、詳しくは、次号に掲載します。

知っ得 納得お出かけ講座はじめます



暑い夏の到来とともに城山にセミしぐれ
が降り注ぐ季節となりました。お元気でし
ょうか。

町の自然景観、恵まれた歴史資源を町
づくりに生かしていかねばならないと
常々感じておりますが、先日、玉城中学
校の生徒のみなさんが、外堀の水質を浄
化するためにＥＭ菌を培養して放流して
くれました。自分たちの住むふるさとの
環境を大事にするという素晴らしい活動
だと感激しました。
また、町内ボランティア（野篠の出口房
男氏代表）でＥＭだんごを作って町の河川
をきれいにする取り組みも始めていただい
ています。
私の子どもの頃（昭和30年前後）には、
外堀にはボートが浮かんでいました。お城
広場のあたりでは草競馬が行われました。
誠に田丸城郭は町民の憩いの場として風情
がありました。
郷土愛、自然愛を基本としたふるさとを
大切にする取り組みの輪が広がって、本来
の自然環境がよみがえれば素晴らしいこと
だと思います。
原の草木染め作家、高野葉さんからも原
の自然豊かな風景をエッセーにされ図書館
や町内公共施設へも寄贈いただきました。
まさに玉城町の美しさの原点は自然であ
ります。どうぞ町民のみなさんのご理解、
ご協力をお願いし、本来の玉城の美しさを
取り戻していただきたいと思います。

平成18年７月14日　町長室にて

玉城町長　辻村 修一

C O L U M N  i n  A u g u s t , 2 0 0 6

町長
コラム

っ
た
り
ま
わ
り
の
草
を
抜
い
た

り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
苗
ば
か
り
で
な
く

昨
年
採
っ
た
種
を
蒔
い
た
り
、

さ
つ
ま
い
も
の
つ
る
を
植
え

た
り
す
る
こ
と
で
色
々
な
栽

培
方
法
が
あ
る
こ
と
に
も
気

づ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
仲

間
と
一
緒
に
植
え
た
り
収
穫

し
た
り
す
る
こ
と
で
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
も
感
じ
て

い
る
よ
う
で
す
。

今
ま
で
ト
マ
ト
を
食
べ
ら
れ

な
か
っ
た
子
が
ト
マ
ト
好
き
に

な
り
、
野
菜
作
り
は
自
然
の
中

で
み
ん
な
で
行
え
る
楽
し
い
活

動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

育
所
で
は
年
間
を
通

じ
て
色
々
な
野
菜
を

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
育
て

て
い
ま
す
。

６
月
、
年
長
組
が
じ
ゃ
が
い

も
や
そ
ら
豆
を
収
穫
し
ま
し

た
。
そ
ら
豆
は
親
子
の
集
い
で

保
護
者
と
一
緒
に
食
べ
ま
し

た
。「
美
味
し
い
な
ー
。
柔
ら

か
い
な
ー
。」
と
大
好
評
で
し

た
。
じ
ゃ
が
い
も
も
い
っ
ぱ
い

採
れ
「
今
度
は
カ
レ
ー
を
作
ろ

か
」「
バ
タ
ー
炒
め
に
し
よ
う

か
」
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

年
中
組
は
玉
ね
ぎ
と
、
今
年

植
え
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
収
穫

し
、
一
緒
に
炒
め
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
は
１
・
２
歳

児
組
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
３
・

４
・
５
歳
児
組
は
、
ナ
ス
、
き

ゅ
う
り
、
オ
ク
ラ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、

に
が
う
り
、
ピ
ー
マ
ン
、
ス
イ

カ
、
落
花
生
、
さ
つ
ま
い
も
な

ど
色
々
な
も
の
を
少
し
ず
つ
植

え
収
穫
を
楽
し
み
に
、
水
を
や

保
育
所
の
行
事
と
活
動
　
保
育
所
で
行
わ
れ
た
楽
し
い
行
事
や
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

『
い
っ
ぱ
い
採
れ
た
よ
』

田
丸
保
育
所

保

町立保育所園庭開放のご案内
日時 ８月９日　第２水曜日　午前中

（今月は第３から第２水曜日に変更しています）

場所 各町立保育所
お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。

Letter to you
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Ta
m

a
ki

 T
o

p
ic

s

町
財
政
の
収
支
状
況
ご
覧
く
だ
さ
い

財 政

公 表 まちの家計簿

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
・
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
町
政
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
収
入
や
支
出
の
状
況
を
グ
ラ
フ
や
表
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
17
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
執
行
状
況
を
、
平
成
18
年
３
月
31
日
現
在
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

みなさんから納められた税金や国・県からの補助金が

どのように使われているか、執行状況をグラフや表で紹介します

繰 入 金  

国有提供施設等交付金 

寄 附 金  

財 産 収 入  

株式等譲渡所得割交付金 

交通安全対策特別交付金 

配当割交付金 

利子割交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

使用料及び手数料 

自動車取得税交付金 

諸 収 入  

繰 越 金  

地方特例交付金 

地方消費税交付金 

分担金及び負担金 

地 方 譲 与 税  

県 支 出 金  

国 庫 支 出 金  

町 債  

地 方 交 付 税  

町 税  

0 2 4 6 8 191 3 5 7 20億円 

（単位：千円）千円未満四捨五入 

665,369 
628,000

102,452 
102,452
128,853 
128,853
126,678 
137,398
147,150 
147,730

102,452 
102,452

1,551 
1,419 

 

587 
587

0 
1

1,720 
1,951
8,347 
2,400
2,617 
2,620
5,262 
5,400
9,786 
9,500
10,109 
10,100
31,040 
32,586

10,109 
10,100
31,040 
32,586
66,269 
62,500
67,037 
76,206
85,058 
85,058

128,853 
128,853
126,678 
137,398
147,150 
147,730
128,456 
180,381
145,414 
188,908

0 
339,000

0 
339,000

665,369 
628,000

2,090,446 
2,085,109
2,090,446 
2,085,109

 

上：収入済額　　3,824,201,689円 
 
下：現計予算額　4,228,159,000円　 

上：収入済額　　3,824,201,689円 
 
下：現計予算額　4,228,159,000円　 

（単位：千円）千円未満四捨五入 

0 5 6 124321 13億円 

上：支出済額　　3,640,205,529円 
 
下：現計予算額　4,228,159,000円 

上：支出済額　　3,640,205,529円 
 
下：現計予算額　4,228,159,000円 

47,102 
48,871

520,946 
521,147

災 害 復 旧 費  

労 働 費  

予 備 費  

商 工 費  

議 会 費  

農 林 水 産 費  

消 防 費  

諸 支 出 金  

衛 生 費  

土 木 費  

教 育 費  

総 務 費  

公 債 費  

民 生 費  

0 
50
19,398 
19,398

0 
22,410
47,102 
48,871
72,910 
73,133

118,705 
145,369
118,705 
145,369

168,255 
181,722

107,809 
296,186

428,726 
467,066

437,073 
504,593

428,726 
467,066

437,073 
504,593
520,946 
521,147

1,244,657 
1,305,076

297,123 
313,482
177,502 
329,656
177,502 
329,656

歳出

歳入【 一般会計収支状況 】
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●
町
税
の
収
入
状
況

平
成
16
年
度
、
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
町
税
の
総
額

は
３
月
31
日
現
在
、
20
億
９
０
４
４
万
円
と
、
は
じ
め
て
20
億
円
を
超

え
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
般
会
計
全
体
の
49
・
３
％
を
占
め
、
地
方
交
付

税
６
億
６
５
３
７
万
円
の
14
・
９
％
と
と
も
に
重
要
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
町
税
の
内
訳
は
、
上
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

●
地
方
債
の
状
況

地
方
債
と
し
て
町
が
借
り
入
れ
て
い
る
お
金（
借
入
金
）の
う
ち
、
こ

れ
か
ら
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
未
償
還
元
金
は
、
96
億
２
８
２
万

１
８
７
４
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
町
有
財
産

町
有
財
産
は
、
町
が
所
有
す
る
土
地
・
建
物
の
こ
と
で
、
役
場
庁
舎
・

町
営
住
宅
・
学
校
・
道
路
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

▼
土
地
　
27
万
９
７
９
６
平
方
メ
ー
ト
ル

▼
建
物
　
５
万
２
８
２
３
平
方
メ
ー
ト
ル

●
基
金

町
が
条
例
の
定
め
に
よ
っ
て
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
積
み
立

て
て
い
る
も
の
で
、
財
政
調
整
基
金
・
地
域
福
祉
基
金
・
町
債
管
理
基

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
13
億
８
４
９
７
万
３
４
３
１
円

【 病院事業会計 】
●収益的収支 （単位　千円）

（単位　千円）

予算額 執行済額

収　入 554,059 554,842

支　出 554,059 543,772

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 009,273 009,227

支　出 014,800 014,658

【 水道事業会計 】
●収益的収支 （単位　千円）

（単位　千円）

予算額 執行済額

収　入 299,737 299,154

支　出 240,146 221,462

●資本的収支

予算額 執行済額

収　入 011,502 012,287

支　出 125,213 120,877

【 介護老人保健施設事業会計 】
●収益的収支 （単位　千円）

（単位　千円）

予算額 執行済額

収　入 334,396 340,094

支　出 344,404 332,461

●資本的収支

予算額 執行済額

収　入 028,860 028,860

支　出 051,009 051,008

【 下水道事業会計 】
●収益的収支 （単位　千円）

予算額 執行済額

収　入 109,233 113,902

支　出 157,939 156,163

●資本的収支 （単位　千円）

予算額 執行済額

収　入 502,154 277,692

支　出 502,154 277,692

軽自動車税 
31,164,298円 
1.5%

たばこ消費税 
87,832,216円 
4.2%

町民税 
1,083,514,628円 

51.8%

町税収入済額　2,090,445,621円  

固定資産税 
875,136,929円 
41.9%

入湯税 
12,797,550円 
0.6%

千円 

100,000

200,000
300,000
400,000
500,000
600,000
700,000
800,000

900,000
1,000,000
1,100,000

0
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

老
人
保
健
特
別
会
計 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計 

介
護
保
険
特
別
会
計 

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計 

住
宅
新
築
資
金
等 

貸
付
事
業
特
別
会
計 

現計予算額 

支出済額 

収入済額 

945,232945,232

965,187965,187

1,037,4431,037,443

1,002,4731,002,473

952,308952,308

967,588967,588

429,907429,907

325,003325,003

379,619379,619
186,121186,121

63,30963,309

87,13887,138

61,83061,830

53,84153,841

60,28860,288

42,07942,079

41,97541,975

12,79912,799

【 特別会計収支状況 】

【 町税の内訳 】



城あとに夢を築くまち たまき　2006-8

13

保
健
事
業
だ
よ
り

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
が
変
わ
り

ま
し
た

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
本
年

６
月
２
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ
　
広
場

Tamaki
New

Informat ion

8
Augus t

第
２
期
対
象
者
に
は
、
年
齢
に
よ
り
一
律
に
M
R

（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
）
の
予
診
票
を
送
付
し
ま
し

た
。（
＊
）
に
該
当
す
る
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
し
つ
け
の
レ
ッ
ス
ン

「
こ
ん
な
時
ど
う
す
れ
ば
？
」「
し
つ
け
っ
て
ど

ん
な
風
に
す
れ
ば
い
い
の
？
」
例
え
ば
、
食
事
の

と
き
、
友
達
と
遊
ぶ
時
、
け
ん
か
を
し
た
と
き
、

な
ど
実
際
に
ど
ん
な
声
か
け
を
す
れ
ば
い
い
の
か

戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

各
日
程
と
も
、
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、
色
々
な
場

面
に
応
じ
た
子
ど

も
の
声
か
け
の
仕

方
を
講
師
に
教
わ

り
ま
す
。
ま
た
、
別

の
日
程
で
お
母
さ

ん
同
士
の
話
し
合

い
の
場
を
持
ち
ま

す
。
す
べ
て
の
日

程
の
参
加
が
前
提

で
す
。

▼
対
　
象
　

１
歳
〜
未
就
園
ま

で
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

▼
参
加
費
　
３
０
０
円
／
１
回

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
定
　
員

12
人

▼
申
込
先

さ
く
ら
児
童
館
　
８
月
１
日
か
ら
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

■
わ
か
ば
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
講

県
立
養
護
学
校
玉
城
わ
か
ば
学
園
で
は
、
学
園
の

行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

知
的
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
よ
き
理
解
者
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
わ
か
ば
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す
る

講
座
を
次
の
よ
う
に
開
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
　
時

10
月
29
日
（
日
）

（
夏
ま
つ
り
、
わ
か
ば
祭
、
11
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
任

意
参
加
募
集
や
学
校
見
学
・
給
食
試
食
会
を
随
時
行

い
ま
す
。）

▼
場
　
所

県
立
養
護
学
校
玉
城
わ
か
ば
学
園

▼
対
　
象
　
中
学
生
以
上

▼
受
講
料
　
無
料

な
お
、
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
玉
城
わ
か
ば

学
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
係
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
２
７
１
６
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［ 町内版 A］

第１期 

第２期 

１歳～２歳未満 

予防接種名 対象年齢 対象者 

MR 
（麻しん・風しん混合） 

麻しん 

麻しん・風しんの単抗原
ワクチンいずれも未接
種で未罹患の方 

風しん単抗原ワクチン
接種済又は風しんの罹
患が明らかな方 

麻しん単抗原ワクチン
接種済又は麻しんの罹
患が明らかな方 

麻しん、風しん単抗原ワ
クチン接種済又は未接
種の方 

風しんの罹患が明らか
な方 

麻しんの罹患が明らか
な方 

風しん 

MR 
（麻しん・風しん混合） 

麻しん（＊） 
５歳～７歳未満 
で小学校就学前 
の１年間 

風しん（＊） 

しつけのレッスン日程 

８月25日（金） 

９月22日（金） 

10月13日（金） 

11月24日（金） 

平成19年 
１月26日（金） 

２月23日（金） 

話し合い日程 

９月５日（火） 

９月27日（水）  

11月10日（金） 

12月８日（金） 
平成19年 

２月２日（金） 

３月２日（金） 
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■
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

世
古
三
貴
さ
ん

隼
暉
く
ん
親
子
最
優
秀
賞
に

６
月
４
日
、
伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会
度
会
４
町

の
「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
、
町

保
健
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

度
会
郡
４
町
か
ら
16
組
の
親
子
が
参
加
さ
れ
、

玉
城
町
の
世
古
三
貴
さ
ん
、
隼
暉
く
ん
親
子
が
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

歯
の
衛
生
週
間
の
一
環
と
し
て
歯
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
深
め
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
歯
の
寿
命
を
延
ば
そ
う
と
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
も
、
乳
幼
児
期
に
は
、
フ
ッ
化
物
塗
布
の

体
験
が
出
来
る
「
歯
っ
ぴ
い
教
室
」
を
開
い
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
80
歳
で
20
本
以
上
が
自
分
の

歯
に
な
る
よ
う
、
一
生
付
き
合
う
歯
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

「
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
」
の
窓
口
提
示
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

●
附
加
給
付
制
度
の
取
扱
い
と
助
成
額

組
合
健
保
や
共
済
健
保
な
ど
健
康
保
険
組
合
の

よ
う
に
、
附
加
給
付
制
度
（
保
険
者
が
独
自
に
医

療
費
を
助
成
す
る
制
度
）
が
あ
る
場
合
は
、
健
康

保
険
組
合
な
ど
が
取
り
決
め
て
い
る
金
額
を
控
除

し
た
あ
と
の
額
が
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
町
生
活
福
祉
チ
ー

ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
８
２
０
３
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

障
害
福
祉
計
画
策
定
委
員
の
募
集

町
で
は
平
成
18
年
度
中
に
「
障
害
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。
今
後
、「
障
害
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
」
を
設
置
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
必
要
事
項
を
検
討
し
て
い
く
た
め

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

２
人

▼
公
募
資
格

満
20
歳
以
上
の
人
で
、
町
内
に
在
住
、

ま
た
は
在
勤
し
て
い
る
方
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
員
を
除
く
）

▼
申
込
方
法

応
募
の
動
機
を
テ
ー
マ
に
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法
　
公
募
書
類
を
基
に
、
書
類
審
査
で

選
考
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
原
稿
は
お
返
し
い
た

し
ま
せ
ん
。

福
祉
医
療
費
制
度
が
変
わ
り
ま
す

乳
幼
児
医
療
費
の
対
象
が
５
歳
未
満
か
ら
義
務

教
育
就
学
前
ま
で
へ
引
上
げ

「
玉
城
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
」

の
改
正
に
よ
り
、
本
年
９
月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児

医
療
費
の
対
象
が
５
歳
未
満
か
ら
義
務
教
育
就
学

前
、
６
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。（
８
月
診
療
分
ま
で
の
対
象
は

従
来
ど
お
り
５
歳
未
満
ま
で
）

※
受
給
資
格
証
の
交
付

新
た
に
乳
幼
児
医
療
費
助
成
対
象
と
な
る
方
は
、

受
給
資
格
証
の
交
付
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
対
象
の
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

福
祉
医
療
費
の
更
新

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
を
現
在
お
持
ち
の
人

は
、
８
月
31
日
が
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
下
旬
に
町
生
活
福
祉
チ
ー
ム
か
ら
通
知
し
ま

す
の
で
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
医
療
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

●
助
成
を
受
け
る
に
は

県
内
で
は
診
療
時
に
医
療
機
関
、
ま
た
は
薬
局

な
ど
の
窓
口
へ
「
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
」
を

提
示
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。
た
だ
し
、
県
外

医
療
機
関
で
の
受
診
な
ど
の
場
合
に
は
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
町
生
活
福
祉
チ
ー
ム
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
65
歳
以
上
重
度
障
害
者
医
療
」
の
方
は
、

▼
任
　
　
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
19
年
３
月
31

日
ま
で

▼
応
募
締
切

８
月
25
日
（
金
）

詳
し
く
は
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
７
３
７
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
８
）
７
６
２

５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

就
学
前
幼
児
（
来
年
１
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん
）

の
保
護
者
を
対
象
に
個
別
の
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
相
談
日
　
８
月
17
日
（
木
）
・
18
日
（
金
）

▼
相
談
場
所
町
教
育
委
員
会
　
会
議
室

▼
対
　
象

就
学
前
幼
児
の
保
護
者
等

▼
相
談
員

県
立
養
護
学
校
わ
か
ば
学
園
　

教
諭
　
立
野
　
真
智
子
さ
ん

▼
締
め
き
り
８
月
10
日
（
月
）

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
教
育
委
員
会
　
Ｔ

Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
８
２
１
２
、
ま
た
は
町
内
各
保
育
所

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
開
講

町
教
育
委
員
会
で
は
“
役
に
立
つ
社
会
教
育
”
と

題
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
９
月
か
ら

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
地
域
の
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら

し
の
こ
と
を
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

玉
城
町
在
住
・
在
勤
で
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。
締
め
切
り
は
８
月
25
日
（
金
）

詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

８
２
１
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成18年度　コミュニティ・カレッジ講座内容一覧 

実施日 

私たちのくらし 
と地域経済 

三重県の経済と県内におけ
る玉城町の位置についてお
話していただきます。 

百五経済研究所 
研究員　 
村田千賀子さん 

主な内容 テーマ 講　師 場　所 定員 回 

1

2

3

4

9月9日(土) 
13：30 
 

14：30
〜 

地元企業と 
私たちのくらし 

京セラミタ（株）玉城工場が、
今年大きく拡張されます。  
複写機のやさしいお話から、
企業の歴史と展開、およ
び玉城工場の位置づけを
独自風土を交えてお話し
ていただきます。 

京セラミタ（株） 
玉城工場長 
中林　義光さん 

30人 

10月14日(土) 
13：30 
 

14：30
〜 

私たちのくらしと
地球温暖化 

地球温暖化の現状と家庭
でできる温暖化対策につ
いてわかりやすくお話し
ていただきます。 

三重県地球温暖化
対策室 

町保健福祉会館 
集団検診室 

11月18日(土) 
13：30 
 

14：30
〜 

裁判員制度と 
私たちのくらし 

平成21年度までに導入さ
れることになっている「裁
判員制度」の概要とその
導入により私たちのくら
しがどのように変わって
いくかをお話していただ
きます。 

津地方検察庁 
伊勢支部 
統括検務官 
西川　陽介さん 

12月9日(土) 
13：30 
 

15：30
〜 
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ありがとう手帖

●町社会福祉協議会へ次のみなさんからお
寄せいただきました。
・玉城たんぽぽ上原正輝様　5,410円

・玉城健康教室のみなさん　10万円

・玉城町ゲートボール協会様　1,650円

・匿名で３人から、5,410円、２万5,340円、50万円

独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

養
殖
研
究
所
玉
城
庁
舎
一
般
公
開

養
殖
研
究
所
で
は
今
年
も
玉
城
庁
舎
を
一
般
公

開
し
ま
す
。

当
日
は
、
研
究
内
容
の
紹
介
、
施
設
見
学
の
ほ

か
、「
外
国
か
ら
き
た
魚
の
問
題
を
中
心
と
し
て
」

と
題
し
た
講
演
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
数
用

意
し
て
い
ま
す
。

▼
日
　
時
　
８
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
　
所
　
養
殖
研
究
所
玉
城
庁
舎
（
昼
田
）

詳
し
く
は
、
養
殖
研
究
所
業
務
推
進
部
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
５
９
９
（
６
６
）
１
８
３
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

里
山
の
風
景
に
魅
せ
ら
れ
、
ア
ス
ピ
ア
玉
城
の
近

く
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
い
て
い
る
高
野

た

か

の

葉よ
う

さ
ん
（
原
）

か
ら
、
自
費
出
版
さ
れ
た
「
里
山
の
四
季
　
風
の
い

ろ
」
を
７
月
10
日
、
学
校
、
保
育
所
、
図
書
館
へ
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
野
さ
ん
は
、
仙
台
市
に
生
ま
れ
、
京
都
市
育

ち
。
自
然
の
草
木
を
愛
し
草
木
染
家
と
し
て
20
年
。

玉
城
の
人
に
玉
城
の
本
当
の
美
し
さ
を
伝
え
た
い
と
、

ア
ス
ピ
ア
玉
城
が
で
き
た
頃
、
近
く
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
開
き
、
10
年
の
節
目
に
エ
ッ
セ
ー
を
発
行
さ
れ
ま

し
た
。

周
辺
の
里
山
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
自
然
の
優
し

さ
、
こ
と
に
“
人
間
が
手
を
加
え
な
い
自
然
の
美
し

さ
に
勝
る
も
の
は
な
い
”
と
、
原
の
里
山
の
自
然
と

調
和
し
た
草
木
染
め
の
数
々
が
エ
ッ
セ
ー
と
と
も
に

織
り
込
ま
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

エ
ッ
セ
ー

「
里
山
の
四
季

風
の
い
ろ
」
を
寄
贈

高
野
葉
さ
ん

高野さんからエッセー集を受け取る辻村町長（公室で）
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補
助
対
象
者
　
町
が
認
め
る
防
災
上
耐
震
化
が

必
要
な
地
区
（
例：

密
集
し
た
住
宅
地
、
指
定

さ
れ
た
避
難
路
沿
）
か
つ
収
入
が
高
額
で
な
い

世
帯
ま
た
は
、
高
齢
者
単
独
世
帯

補
助
金
額
　
１
棟
あ
た
り
工
事
額
の
２
／
３

（
た
だ
し
、
60
万
円
を
上
限
と
す
る
。）

●
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税
減
額
制
度

制
度
概
要
　
住
宅
耐
震
改
修
を
し
た
住
宅
で
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅

要
件

a
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る
住
宅

b
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
修

さ
れ
た
住
宅

c
１
戸
あ
た
り
の
耐
震
改
修
工
事
費
が
30
万
円

以
上

d
耐
震
改
修
工
事
の
完
了
時
期
が
、
平
成
18
年
１

月
１
日
か
ら
27
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
の
住
宅

減
額
範
囲
　
耐
震
改
修
を
実
施
し
た
住
宅
の
固

定
資
産
税
額
の
１
／
２

※
床
面
積
が
１
２
０
2
m
ま
で
は
そ
の
面
積
全
部

が
減
額
対
象
。
１
２
０
2
m
超
は
１
２
０
2
m
分
に

相
当
す
る
部
分
が
対
象
。

減
額
期
間
　
耐
震
改
修
工
事
が
完
了
し
た
年
の

翌
年
度
分
か
ら
工
事
完
了
時
期
に
応
じ
て
次
の

と
お
り
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
木
造
住
宅
耐

震
補
強
補
助
制
度
と
住
宅
耐
震
改
修

に
伴
う
固
定
資
産
税
減
額
制
度
の
ご

案
内玉

城
町
で
は
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
対
策
の
一

環
と
し
て
木
造
住
宅
の
「
耐
震
診
断
」
を
平
成
15

年
度
か
ら
実
施
し
、
今
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
に
伴
い
住
宅
耐
震
補
強
補
助
制

度
・
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税
減
額
制

度
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
し
ま
す
。

●
木
造
住
宅
耐
震
診
断

対
象
住
宅
　
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
年
）
５
月

31
日
以
前
建
築
の
木
造
住
宅
で
階
数
２
階
以
下
、

延
べ
面
積
３
０
０
2
m
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※
対
象
外
住
宅
　
木
造
軸
枠
組
工
法
、
丸
太
組

工
法
、
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
プ

レ
ハ
ブ
工
法

診
断
費
用
　
無
料

●
住
宅
耐
震
補
強
補
助
制
度

工
事
概
要
　
木
造
住
宅
（
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
）
を
対
象
と
し
、
町
が
実
施
す
る

住
宅
耐
震
診
断
の
結
果
が
、「
耐
震
評
点
０
・
７

未
満
」
と
な
っ
た
住
宅
を
、
壁
の
補
強
な
ど
に

よ
り
「
耐
震
評
点
１
・
０
以
上
」
に
す
る
工
事
。

減
額
申
請
手
続
　
工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に

町
税
務
住
民
チ
ー
ム
に
次
の
書
類
を
提
出

a
申
請
書
（
税
務
住
民
チ
ー
ム
備
付
）

b
固
定
資
産
税
減
額
証
明
書
、
ま
た
は
住
宅

性
能
評
価
書

c
工
事
領
収
書

こ
の
記
事
の
な
か
で
、
耐
震
診
断
及
び
補
強
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
、
町
建
設
チ
ー
ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
８
２
０
５
。
固
定
資
産
税
の
減
額
申
請
に

つ
い
て
は
、
町
税
務
住
民
チ
ー
ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５

８
）
８
２
０
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住宅改修に伴う固定資産税の減額措置 

昭和57年1月1日以前に 
存在していた住宅 耐

震
改
修 

※工事費が30万円 
　　以上のもの 

改修住宅全体に係る 
固定資産税の1/2を減税 

●減税期間 

平成18年1月1日～ 

21年12月31日までの改修 

平成22年1月1日～ 

24年12月31日までの改修 

平成25年1月1日～ 

27年12月31日までの改修 

 

●減額対象面積 

1戸当たり120m 
相当分まで 

3年間 

2年間 

1年間 

2 8
Augu s t
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【
統
轄
級
】

総
務
チ
ー
ム
統
轄
　
中
郷
　
徹
（
上
下
水
道
チ
ー
ム
統
轄
）

上
下
水
道
チ
ー
ム
統
轄
　
小
林
一
雄
（
農
林
商
工
チ
ー
ム
農
林
商
工
責
任
者
）

税
務
住
民
チ
ー
ム
統
轄
　
林
　
裕
紀
（
税
務
住
民
チ
ー
ム
統
轄
兼
課
税
収
税
責
任
者
）

【
責
任
者
級
】

教
育
チ
ー
ム
教
育
総
務
責
任
者
　
山
中
徳
生
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
介
護
老
人
保
健
施
設
責
任
者
）

農
林
商
工
チ
ー
ム
農
林
商
工
責
任
者
　
北
岡
　
明
（
教
育
チ
ー
ム
教
育
総
務
責
任
者
）

総
務
チ
ー
ム
総
務
公
室
責
任
者
　
田
村
　
優
（
総
務
チ
ー
ム
総
務
責
任
者
）

総
務
チ
ー
ム
政
策
財
政
責
任
者
　
中
村
元
紀
　
（
総
務
チ
ー
ム
財
政
責
任
者
）

税
務
住
民
チ
ー
ム
課
税
収
税
責
任
者
　
山
口
　
勝
（
税
務
住
民
チ
ー
ム
主
査
）

病
院
老
健
チ
ー
ム
病
院
・
介
護
老
人
保
健
施
設
責
任
者

中
西
　
豊
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
主
査
）

新
着
図
書
の
お
し
ら
せ

子
ど
も
の
こ
ろ
に
読
ん
だ
絵
本
を
ま
た
大
人

に
な
っ
て
か
ら
読
む
と
い
う
こ
と
が
静
か
な
ブ

ー
ム
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
人
生
経
験
を

つ
ん
だ
大
人
が
読
む
こ
と
に
よ
り
絵
本
が
発
信

す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
理
解
で
き
感
動
で
き
る
の

だ
そ
う
で
す
。

今
月
は
「
大
人
が
読
む
絵
本
」
を
テ
ー
マ
に

下
記
の
本
を
取
り
揃
え
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
貸
出
期
間
は
14
日
間
で
す
。

な
お
、
新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー
ド

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
登
録
の
対
応
時

間
は
、
月
〜
金
曜
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
ま
で
。
登
録
の
際
、
身
分
証
明
書
を
ご
提
示

く
だ
さ
い
。）

●
購
入
図
書
（
６
月
分
）

絵
本

・
神
沢
利
子
「
鹿
よ
お
れ
の
兄
弟
よ
」

・
ジ
ャ
ン
・
ジ
オ
ノ
「
木
を
植
え
た
男
」

・
ブ
ル
ー
ノ
・
ヘ
ヒ
ラ
ー

「
フ
ー
ベ
ル
ト
と
り
ん
ご
の
木
」

・
レ
オ
・
レ
オ
ニ

「
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
　
ち
ょ
っ
と
か
わ
っ
た
の
ね
ず

み
の
は
な
し
」

・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
バ
ン
サ
ン
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」

・
小
林
豊
「
せ
か
い
い
ち
う
つ
く
し
い
僕
の
村
」

・
い
せ
ひ
で
こ
「
１
０
０
０
の
風
１
０
０
０
の
チ
ェ
ロ
」

・
F.

K.

ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
「
赤
い
お
お
か
み
」

・
ル
ー
ス
・
バ
ン
ダ
ー
・
ジ
ー
「
エ
リ
カ
奇
跡
の
命
」

一
般
図
書

・
大
迫
閑
歩
「
え
ん
ぴ
つ
で
奥
の
細
道
」

・
荻
原
　
浩
「
明
日
の
記
憶
」

図
書
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育
委

員
会
内
、
玉
城
町
図
書
館
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

８
２
１
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
図
書
館
で
購
入
し
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
予
算
、

内
容
な
ど
に
照
ら
し
、
購
入
を
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

今月の新規購入図書

７
月
１
日
付
（
旧
役
職
）

玉
城
町
職
員
人
事
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●
受
講
申
込
方
法

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課
で
申
込
書
に
記
入
の

う
え
テ
キ
ス
ト
代
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

●
講
習
代

無
料

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

テ
キ
ス
ト
代
　
３
０
０
０
円

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

テ
キ
ス
ト
代
　
１
５
０
０
円

●
そ
の
他

受
講
定
員
は
、
甲
種
防
火
管
理
者
２
０
０
人
、

再
講
習
１
０
０
人
で
、
定
員
に
達
し
次
第
申
込
を

締
め
切
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
２
５
）
１
２
６
８
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

防
火
管
理
新
規
講
習
お
よ
び
再
講
習
の

お
知
ら
せ

学
校
、
病
院
、
工
場
な
ど
多
数
の
人
が
出
入
り

し
、
勤
務
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
消
防
法
に
基
づ
き
、

防
火
管
理
の
業
務
を
行
う
防
火
管
理
者
を
定
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
は
、
５
年
ご
と
の
再
講

習
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
防
火
管
理
者

の
資
格
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
お
よ
び
再
講

習
会
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

●
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
日
時

８
月
24
日（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
10
分
ま
で

25
日（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
の
２
日
間

●
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
日
時

８
月
23
日（
水
）

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

●
講
習
会
場

皇
學
館
大
学
（
伊
勢
市
神
田
久
志
本
町
）

●
資
格
要
件

甲
種
防
火
管
理
者
は
、
各
種
事
業
所
な
ど
に
お

い
て
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
行
う

こ
と
の
で
き
る
管
理
的
ま
た
は
監
督
的
な
地
位
に

あ
る
人

再
講
習
は
、
消
防
法
施
行
令
第
４
条
の
２
の
２

第
１
項
第
１
号
の
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者

●
受
講
申
込
期
間

８
月
１
日
（
火
）
〜
11
日
（
金
）（
平
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
間
）

盲
導
犬
貸
与
希
望
者
を
募
集

視
覚
障
害
者
の
就
労
、
社
会
参
加
を
推
進
し
て

い
る
県
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
、
盲
導
犬
を
必
要

と
さ
れ
る
方
を
募
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
盲
導
犬
貸
与
は
２
頭
。
盲
導
犬
貸
与

対
象
者
は
、
18
歳
以
上
で
県
内
に
１
年
以
上
居
住

し
て
い
る
、
視
覚
障
害
１
級
の
方
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
県
視
覚
障
害
者
協
会

（
津
市
桜
橋
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
（
２
２
８
）
３
４

６
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
寿
学
級
「
玉
城
学
園
」

第
２
回
講
座
を
開
講

町
教
育
委
員
会
で
は
、
福
寿
学
級
「
玉
城
学
園
」

の
第
２
回
講
座
を
次
の
よ
う
に
開
講
し
ま
す
。

町
内
在
住
で
聴
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
14

日
（
月
）
ま
で
に
教
育
委
員
会
ま
で
お
名
前
、
お
住

ま
い
、
連
絡
先
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時
　
８
月
24
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
内
　
容
　
今
取
り
組
ん
で
い
る
町
の
政
策

「
地
域
の
取
り
組
み
・
子
ど
も
の
安
全
・

安
心
を
守
る
」

▼
講
　
師

伊
勢
警
察
署
生
活
安
全
課
・
町
教
育

委
員
会

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

申
し
込
み
に
関
し
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教

育
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
８
２
１
２
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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伊
勢
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

第
28
回
定
期
演
奏
会
開
催

伊
勢
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
は
次
の
よ
う

に
定
期
演
奏
会
（
町
教
育
委
員
会
後
援
）
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
　
時

９
月
３
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
開
演

▼
場
　
所

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

大
人
　
当
日
８
０
０
円
（
前
売
り
６

０
０
円
）

高
校
生
以
下
　
当
日
７

０
０
円
（
前
売
り
５
０
０
円
）

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
一
部
　
桜
華
幻
想
　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・
ノ
ビ
リ

ッ
シ
マ
他

第
二
部
　
玉
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
合
同

ス
テ
ー
ジ

第
三
部
　
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

チ
ケ
ッ
ト
は
、

伊
勢
市
観
光
文
化

会
館
、
市
内
楽
器

店
な
ど
で
お
求
め

く
だ
さ
い
。
そ
の

他
、
詳
し
く
は
代

表
の
村
林
さ
ん

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
２
４
）
１

２
３
９
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成18年度自衛官募集案内 
１．18年10月採用案内 

合格発表 試験期日 受付期間 資格 募集種目 

試験時にお知らせします ９月３日 ７月３日～９月２日 18歳以上27歳未満の者 ２等陸海空士 

２．19年４月採用案内 

11月17日 ９月24・25日 ８月１日～９月８日 18歳以上27歳未満の者 
女 
子 

試験時にお知らせします ９月18・19日 ８月１日～９月17日 18歳以上27歳未満の者 
男 
子 

２等陸海空士 

１次　10月２日 
最終　11月15日 

１次　９月16日 
２次　10月７～13日 

８月１日～９月８日 18歳以上27歳未満の者 曹候補士 

１次　10月２日 
最終　11月８日 

１次　９月16日 
２次　10月７～13日 

８月１日～９月８日 18歳以上24歳未満の者 一般曹候補学生 

１次　11月１日 
最終　19年１月10日 

１次　10月15日 
２次　11月18・19日 

９月８日～９月29日 高卒（見込含）24歳未満の者 看護学生 

１次　10月６日 
２次　11月２日 
最終　19年１月26日 

１次　９月23日 
２次　10月14日～19日 
３次　11月12日～12月８日 

８月１日～９月８日 高卒（見込含）21歳未満の者 航空学生 

１次　11月28日 
最終　19年２月16日 

１次　11月４・５日 
２次　12月６～８日 

９月８日～９月29日 高卒（見込含）21歳未満の者  
防衛医科 
大学校学生 

１次　12月６日 
最終　19年２月16日 

１次　11月11・12日 
２次　12月12～15日 

９月８日～９月29日 
高卒（見込含）21歳未満の者 
（自衛官は23歳未満） 

一 
般 

11月９日 ９月23・24日 ９月５日～９月７日 
高卒（見込含）21歳未満の者 
推薦については高等学校長 
の推薦等が別途必要です。 

推 
薦 

防衛大学校 

合格発表 試験期日 受付期間 資格 募集種目 

交
通
安
全
協
会
会
員
を
募
集

伊
勢
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

協
会
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
会
　
費

年
額
　
５
０
０
円

▼
受
　
付

随
時
（
窓
口
は
各
警
察

署
ま
で
）
運
転
免
許
更

新
時
に
申
し
込
み
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

納
め
ら
れ
る
交
通
安
全
協
会
費
は
、
交
通
事
故

防
止
の
た
め
に
次
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

①
街
頭
指
導
啓
発
活
動
（
交
通
安
全
の
日
に
通
学

路
で
学
童
の
指
導
　
広
報
車
に
よ
る
広
報
の
実
施

中
学
校
生
徒
の
通
学
自
転
車
に
反
射
材
貼
付
な
ど
）

②
交
通
安
全
教
室
広
報
活
動
（
夏
休
み
期
間
中
、

小
学
生
交
通
教
室
の
開
催
新
入
学
児
童
　
老
人
会

に
小
冊
子
の
配
布
と
交
通
安
全
の
講
話
　
高
齢
者

の
免
許
保
有
者
に
対
し
研
修
セ
ン
タ
ー
で
交
通
安

全
研
修
　
幼
稚
園
児
に
対
し
紙
芝
居
に
よ
る
交
通

教
室
な
ど
）

③
広
報
活
動
（
安
協
ニ
ュ
ー
ス
５
回
を
発
行
し
事

業
所
等
に
配
布
　
交
通
死
亡
事
故
現
場
で
「
死
亡

事
故
の
ぼ
り
旗
」
掲
出
な
ど
）

④
新
入
学
児
童
（
新
入
学
児
童
に
黄
色
い
帽
子
の

贈
呈
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
）

⑤
表
彰
式
（
交
通
安
全
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
事
業

所
、
学
校
及
び
優
良
運
転
者
へ
の
表
彰
）

⑥
更
新
通
知
（
運
転
免
許
更
新
手
続
き
の
通
知
は

が
き
の
発
送
）

ま
た
、
会
員
に
な
る
と
交
通
安
全
協
会
協
賛
店

で
割
引
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
生
活
福
祉
チ
ー
ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
８
２
０
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
、
次
の
よ
う
に
平
成
18
年
度
10
月

採
用
、
19
年
４
月
採
用
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
自
衛
隊
伊

勢
募
集
事
務
所
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
２
３
）
３
８
８
０
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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知
ら
せ
　
広
場
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8
Augu s t

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
完
全
移
行

２
０
１
１
年
７
月
24
日

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

は
、
今
年
４
月
か
ら
朝
熊
山

（
伊
勢
市
）
の
中
継
局
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
電

波
も
出
る
な
ど
、
本
放
送
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、

２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に

終
了
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
換

え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す

方
法
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

▼
受
信
相
談

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受

信
相
談
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
７
０
（
０
７
）
０
１
０
１

▼
視
聴
エ
リ
ア

（
社
）地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.d-pa.org

▼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送

ア
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
２
７
）
０
７
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
前
号
で
記
載

表
現
に
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
し
ま
す
。

移
入
種
を
放
さ
な
い
！

逃
が
さ
な
い
！
広
げ
な
い
！

外
国
な
ど
他
の
地
域
か

ら
移
さ
れ
た
生
物
を
移
入

種
と
い
い
、
中
に
は
も
と

か
ら
い
た
生
物
に
対
し
て

様
々
な
悪
い
影
響
を
与

え
、
そ
の
地
域
の
生
態
系

を
変
え
て
し
ま
う
も
の
も

あ
り
ま
す
。

近
年
、
ペ
ッ
ト
と
し
て

飼
わ
れ
て
い
た
動
物
や
昆

虫
な
ど
が
、
野
原
や
山
、
川
に
捨
て
ら
れ
て
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ

た
移
入
種
が
野
生
に
定
着
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ

を
捕
ま
え
て
、
も
と
の
自
然
を
取
り
戻
す
に
は
、

大
変
な
労
力
と
費
用
が
必
要
で
す
。

移
入
種
問
題
は
、
人
の
行
動
に
よ
り
ひ
き
お
こ

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う

と
き
に
は
、
習
性
な
ど
を
よ
く
理
解
し
、
最
後
ま

で
責
任
を
も
っ
て
育
て
る
心
構
え
が
必
要
で
す
。

移
入
種
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
1.eco.pref.m

ie.jp/shizen1/alien/

そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
県
環
境
森
林
部
自
然
環

境
室
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
（
２
２
４
）
２
５
７
８

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
み
な
さ
ん
か

ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
・
証
券
な
ど

を
返
還
し
ま
す

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
き
た
み
な
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
、
次
の

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

◆
上
陸
地
の
税
関
、
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
な
ど

◆
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治
会
な
ど
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
家
族
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
名
古
屋
税
関
　
四
日
市
税
関
支
署

津
出
張
所
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
（
２
３
４
）
４
１
６

１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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番組予定　 7月25日～8月24日
知っ得　納得 (1時間に2回放送)

8 特別番組

9 知っ得　納得

10 ビデオレポート

11 特別番組

0 ビデオレポート

1 知っ得　納得

2 特別番組

3 ビデオレポート

4 知っ得　納得

5 特別番組

6 ビデオレポート

7 知っ得　納得

8 特別番組

9 知っ得　納得

10 ビデオレポート

11 特別番組

0 ビデオレポート

1 知っ得　納得

2 番組終了

7 ビデオレポート
(前回分は今回分後に放送)

番組に関するお問い合わせ…

町総務チーム広報CATV  TEL 58-8200
放送に関するお問い合わせ…

（株）アイティービー制作部 TEL 27-0700

議会放送
（議会終了まで）

翌週録画

議会放送
（議会終了まで）

当日録画

注
意：

番
組
は
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

議会放送（終了まで）
町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会翌週午前9時から再放送をします。

ビデオレポート（毎週土曜日に更新）
町内での催しなどを取材。（放送期間＝2週間）

特別番組（毎月1日、16日に更新）
行政・広報番組、特別編集番組など。

知っ得　納得（毎月5日、20日に更新）
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなどをする。

【 7月22日～】
・七夕まつり（下外城田神社）
・夏の交通安全運動
・カラフルらいおんなど

【 7月29日～】
・町民プール開き
・0・1ひろば
・１学期終業式（学校）など

【 8月 5日～】
・夏祭り（アスピア玉城）
・町民ソフトボール大会
・保育所の様子など

【 8月12日～】
・初心者水泳教室など

【 8月 1日～】
・糖尿病1000万人時代に生きる（自治体衛生番組）

【 8月16日～】
・玉城福寿学級（辻村町長）

【 7月20日～】
・アスピア玉城イベント紹介

【 8月 5日～】
・医療費の適正化

【 8月20日～】
・消防ホースの扱い方

広
報
た
ま
き

創
刊
４
０
０
号

町
の
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
「
広
報
た
ま

き
」
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
さ
さ
え
ら
れ
て
今

月
で
４
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
30
年
４
月
10
日
、
玉
城
町
が
誕
生
し
て
以

来
、
様
々
な
出
来
事
を
歴
史
に
刻
み
51
年
の
歳
月

が
経
ち
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
節
目
を
迎
え
ら
れ

た
の
も
、
み
な
さ
ん
に
愛
読
さ
れ
た
た
ま
も
の
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
み
な
さ
ん
と
役
場
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
さ
ら
に
愛
さ
れ
る
広
報
を
め
ざ
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

広
報
た
ま
き
編
集
委
員
会左から300号、200号、100号、合併特集号



広報たまき
第400号　平成18年8月号
編集：広報たまき編集委員会
発行：玉城町役場総務チーム

〒519-0495 三重県度会郡玉城町田丸114-2
TEL 0596-58-8200 FAX 0596-58-4494

Home Page  http://www.town.tamaki.mie.jp
e-mail  info@town.tamaki.lg.jp

Mie Tamaki Town

SINCE 1955

広報たまきは再生紙を利用しています

■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務チーム TEL 58 - 8200
●税務住民チーム TEL 58 - 8201
●生活福祉チーム TEL 58 - 8203
●上下水道チーム TEL 58 - 8207
●建設チーム TEL 58 - 8205
●農林商工チーム TEL 58 - 8204
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育委員会（村山龍平記念館） TEL 58 - 8212
●青少年電話相談 TEL 58 - 4108
■病院老健チーム
玉城病院 TEL 58 - 3039
介護老人保健施設ケアハイツ玉城
・介護老人保健施設 TEL 58 - 3770
・訪問看護ステーション TEL 58 - 8117
・訪問介護 TEL 58 - 8117
・居宅介護支援事業所 TEL 58 - 8822
■健康管理センター TEL 58 - 7373
（地域包括支援センター）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
■中央公民館 TEL 58 - 6331
■アスピア玉城　　
玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
ふるさと味工房 TEL 58 - 8686

■さくら児童館 TEL 58 - 8527
■梅がおか児童館 TEL 58 - 8345

休日・夜間当直室
TEL 58-8213

いよいよ待ちに待った水遊びが楽しい
夏の到来です。真夏の日差しをいっぱい
に浴びてください。
（７月11日、外城田保育所で）

◆人の動き（平成18年６月30日現在）
●人口　14,974人（ー13人）
●男　　07,290人（±０人）
●女　　07,684人（ー13人）
●世帯数 4,746世帯（ー３世帯）
（ ）は６月１日以降の増減

今月の表紙

表紙撮影：広報たまき編集委員会　奥藤敬生
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青少年電話相談

相談日時

月～金曜日（祝日を除く）
時間　午前10時～午後４時

TEL（58）8212
相談は受付後、折り返しお電話を
します。
お問い合わせは、町教育委員会へ

行政・心配ごと相談

8月10日（木）・20日（日）・30日（水）
時間　午後1時～3時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員、民生委員、人権擁護委員
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

町税など納期のお知らせ

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。納期は次のとおりです。

●町県民税（第2期）……………………………8月31日（木）
お問い合わせは、町税務住民チームへ

●国民健康保険料・介護保険料（第5期）……8月31日（木）
お問い合わせは、町生活福祉チームへ

3歳児健康診査

8月9日（水）
受付時間　午後０時50分～１時20分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成15年２月１日～３月31日生まれのお子さんと前回未受診のお子

さん　＊該当児には、個人通知いたします
お問い合わせは、町健康管理センターへ

乳幼児相談

8月10日（木）
受付時間　午前10時～11時30分

場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～未就園のお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください
お問い合わせは、町健康管理センターへ

8月24日（木）
受付時間　午前10時～11時30分

午後１時～２時30分

介護相談

毎月20日開催
時間　午後１時30分～４時
場所　健康管理センター
お問い合わせは、町健康管理センターへ

いきいきクラブ

8月7日（月）・28日（月）・
9月4日（月）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　40歳以上の方
内容　手遊び、簡単な体操、健康

御師による体操など

7カ月児相談

8月10日（木）
受付時間　午後１時～２時
場所　町保健福祉会館
対象　平成18年1月1日～1月31日生

まれのお子さん
内容　身体計測、問診、離乳食相

談、育児相談
お問い合わせは、町健康管理センターへ

介護教室

8月27日（日）
時間　午後１時30分～３時30分
場所　玉城病院　リハビリ室
内容　体に障害のある方への衣服
の着脱　介助の方法
講師　大西　道子さん
お申し込みは、町健康管理センターへ

0.1ひろば

8月22日（火）
時間　午前10時30分～11時30分
場所　町保健福祉会館
内容：水遊び
お問い合わせは、さくら児童館へ

健康相談

8月2日（水）
9月6日（水）
時間　午前9時30分～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
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